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し、毎日研究教育指導を受けています。

本研究科では大学院での教育の充実

を図ることにより、学問教育分野の第

一線で活躍できる研究者・教育者の育

成を行うとともに、社会および産業界

のニーズの変化など時代の変革に対応

できるばかりでなく、国際的・学際的

プロジェクト研究の中核となることの

できる研究者・技術者の育成を目指し

ています。

本研究科は、本学工学部の大学科コ

ース制（４大学科16コース）への改組

との整合性を図るべく、平成17年度に

大学院専攻体制を従来の８専攻から15

専攻体制（図参照）に改組しました。

また、従来の双峰型教育を基礎とした

高い専門性と広い素養を有する人材育

成を目的にπ型カリキュラムを導入し

ました。さらに、このカリキュラムを

一層効果的にするため、同年度に工学

系教育研究センター（CEED: Center

for Engineering Education Devel-

opment）を設置しました。

CEEDは、従来型の大学院教育制度

では対応が不可能であった産学連携、

国際性啓発、社会人教育に関する教育

プログラム開発とその実践を行うとこ

ろです。具体的には、産学連携、イン

ターンシップを中心としたプログラム

開発･実践を行う「産学連携教育プロ

グラム開発部」、科学技術英語力向上

のためのプログラム開発・教育を担う

Be Ambitious

工学研究科修士課程および博士後期

課程に入学された皆様に、教職員を代

表して、心より歓迎いたします。皆様

が活躍する21世紀は始まったばかりで

す。常に旺盛なチャレンジ精神を持ち、

大きなビジョンを掲げ、目標に向かっ

て前進してください。

本学は、札幌農学校として誕生して

以来、125年余の歴史の中で､「フロン

ティア精神」、「国際性の涵養
かんよう

」、「全人

教育」、「実学の重視」という教育の理

念を培ってきました。すなわち、それ

ぞれの時代において新たな課題への挑

戦とその解決へのたゆまない努力、思

考の閉鎖性を脱却すべく広い視野と高

い見識を求めること、そして豊かな人

間性と高い知性を涵養
かんよう

しつつ、高度な

専門的知識を習得することを目指して

きました。そして、これらの理念は本

研究科の教育・研究活動にも具現化さ

れています。

充実した大学院教育

毎年、工学部卒業生の８割以上が大

学院修士課程に進学します。そのうち

約３／４が工学研究科、また約１／４

が情報科学研究科に進みます。工学研

究科には現在、修士課程から博士後期

課程まで約千名の大学院学生が在籍

「国際性啓発教育プログラム開発部」、

および博士後期課程に入学する社会人

学生を対象にe-ラーニングを通じて不

足しがちなスクーリングをサポートす

る「社会人教育プログラム開発部」の

３部門があります。

新たなカリキュラムに基づく教育と

CEEDによる教育の相乗効果により、

次世代を担うプロフェッショナルエン

ジニアを世に送り出すことができるも

のと確信しております。

研究活動への取り組み

札幌農学校から受け継がれた教育理

念には、大学の社会に対する責任・連

帯・貢献という「開かれた大学の存在」

が求められています。このことは、研

究活動に対しても継承されなければな

りません。本研究科では、この「開か

れた大学」を念頭に起き、今日の自

然・人間・社会環境の現状と将来像を

踏まえて、社会と環境に責任を持つ工

学、新たな産業と文明を拓く工学、新

たな高度サービスを構築する工学を

「拓く工学」と位置付けております。

そして、ナノテクノロジー、ライフサ

イエンス、環境、エネルギー、材料、

製造技術、社会基盤、海洋・宇宙など、

量子科学が拓くナノスケールの世界か

ら地球・宇宙規模までの幅広い分野に

おける工学研究を推進しています。
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図　工学研究科の管理運営体制

今後、本研究科が学術研究の発展や

社会の要請などに応え、さらにその存

在を主張してゆくには、研究科の自主

的な判断で研究組織を柔軟かつ主体的

に編成することが求められます。また、

他研究機関との連携・協力の強化、研

究者の流動性の一層の促進が必要と思

われます。

組織運営体制

工学研究科は、全学的な運営方針を

踏まえながら、ダイナミックで主体的

な運営を実現するとともに、教育研究

活動以外の教員の負担をできるだけ軽

減できるよう、平成17年度より図に示

すような組織体制を構築しました。従

来の体制と大きく異なることは、研究

科長を補佐し、研究科の総務、教育お

よび研究に係る業務を担当する３人の

副研究科長を置き、また管理業務運営

の企画、立案、実施および調整を行う

ために、評価分析室、広報・情報管理

室、安全衛生管理室、教育企画室、研

究企画室を置いたことです。

皆様が社会の第一線で活躍する時代

は、学歴ではなく、学習歴を問われる

時代です。すばらしい美しさを誇るキ

ャンパスのなかで、将来の解決すべき

課題に対して果敢に挑戦できるように

準備をしてください。

図　工学研究科の管理運営体制
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本室は、平成16年度に情報科学研究

科と合同で設置された総務・広報室を

母体として、平成17年度に工学研究科

における広報・情報に関連する幅広い

活動を行う組織として設けられました。

広報誌や概要等の編集発行、情報公

開、情報の管理・運用・企画等を担当

しています。

平成17年度は、これまで学内への情

報発信のために発行されてきた「広報」

を「えんじにあRing」（本誌）と名称

を変え、学外への積極的な情報発信も

視野にいれて、デザインや内容を一新

しました。

これに伴い、従来「広報」に掲載さ

れていた学内向けの情報は、工学研究

科・工学部ホームページ上の「広報」

国立大学の独立行政法人化を機に、

工学研究科では高等教育機関としての

役割と課せられる社会的責任を強く踏

まえ、取り組みのひとつとして評価分

析室、広報・情報管理室、安全衛生管

理室、教育企画室、研究企画室を設置

（CEED）と同センター管理運営委員

会を設置しました。

以下では、これまでの取り組みと今

後の展望について紹介します。

（広報・情報管理室）

しました。これらの室は、本研究科に

関わる管理運営業務の企画、立案、実

施および調整を行うものです。

また、教育研究の発展に寄与する工

学研究プログラムの調査および研究、

開発等を行う工学系教育研究センター

広報・情報管理室
として装いも新たに公開しています。

工学研究科・工学部ホームページ

は、平成18年２月にデザイン等のリニ

ューアルを行いました。今後も、継続

してコンテンツの拡充を図ります。

平成18年度からは、新たな工学部の

広報誌として「工学部広報」を発行す

ることになりました。なお、この「工

学部広報」には、北大の伝統ある寮歌

である「都ぞ弥生」の歌詞より「KUON

～久遠～」という愛称が付けられるこ

とになりました。第１号は６月、以降

10月と12月に発行する予定です。こち

らも工学研究科の広報誌として再スタ

ートする「えんじにあRing」と同様に

御愛読ください。

工学部独自の受験生への情報提供と

しては、学部紹介冊子「工学部のすべ

て」も３月に発行しました。これによ

り、工学部への関心を強め、理解を深

めてもらうことを期待しています。

この冊子は、ホームページ（http://

www.eng.hokudai.ac.jp/issue）から

も閲覧およびPDFファイルのダウンロ

ードができますので、是非ご覧ください。

その他、平成17年度は北海道大学ア

ドミッションセンターにて作成した北

海道大学入試広報DVD「学びのフロン

ティア」の学部紹介に関する編集作業

にも携わりました。受験生に工学部を

アピールする絶好の機会と考え、より

良い仕上がりを目指して鋭意努力しま

した。平成18年度には、工学部単独で

の入試DVD作成も検討中です。

（広報・情報管理室）
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本室は、学部・研究科の教育の改善

および、それに向けた新たな施策の企

画・立案を行っています。

平成17年度に取り上げてきた議案

は、以下のとおりです。

１．北海道大学中期目標・中期計画へ

の工学部・工学研究科での教務

関連の対応の提案

２．平成17年度特色ある大学教育支援

プログラムの申請

３．平成17年度啓成高校・理数科大学

体験研修の実施

４．工学部受験者の増加ならびに入試

成績アップのための施策に関す

る提案

５．博士課程学生拠点セミナーの企

画・実施

６．入試広報等についての提案

７．工学部教育FD2005の企画・実施

８．新しい大学院博士制度の提案

教育企画室
９．講義情報掲示電子システムの改善

10．全学教育科目・一般教育演習・工

学的創成実験の運営

11．大学工学部長会議工学教育プログ

ラム連携推進委員会（「特色ある

大学教育支援プログラム：コア

リッションによる工学教育の相

乗的改革」の活動を含む）の活

動支援

生に係る資格取得の支援などを行って

きました。

この他にも、自衛消防訓練の企画・

実施、安全衛生管理に関わる事項の周

知徹底、安全パトロール、安全相談の

応対、行政機関への申請やそれに必要

な書類の作成などを行っています。

（安全衛生管理室）

本室は、工学研究科・工学部、情報

科学研究科、エネルギー変換マテリア

ル研究センター、量子集積エレクトロ

ニクス研究センターの安全衛生管理を

迅速かつ一元的に行う専門組織です。

教職員約580名と学生約4,600名への

安全衛生管理の徹底に務めています。

代表的な業務内容は、以下のとおり

です。

１．安全意識の向上および安全教育・

訓練

２．安全衛生管理に関する点検・査察

３．安全衛生管理に係る指導および助言

４．職員・学生の健康・安全の確保

５．防災に関する取組

安全衛生管理室
６．安全衛生管理に係る規約・マニュ

アルの制定・改訂

７．核燃料物質、放射性同位元素、エ

ックス線、高圧ガス、その他の危

険物の安全管理

８．遺伝子組換え実験、動物実験、病

原性微生物取り扱いの安全管理

…など

これらの業務を効率的に行うため、

当室には安全防災部会・安全教育部会

の２つの部会を置いています。平成17

年度においては、安全防災部会では安

全診断、高圧ガス保有量の削減化を、

安全教育部会では安全衛生管理講演会

の開催、安全教育教材の作成、安全衛 ▲自衛消防訓練の様子

▲工学教育FD2005「国際性教育：コミュニケーション力をつけるには？」
にて、授業の設計をグループで討論する様子

専門教育に関して、学科、コース、

専攻の独立性が高かったことから、今

まで研究科単位ならびに学部単位での

教育の取り組みが十分になされていま

せんでした。今後は、「工学」という

学問領域で共通基盤の教育体系構築を

視野に研究科単位での教育体系を作り

上げる予定のCEEDとe-ラーニング手

法とコンテンツの開発などに関わる連

携も計画しています。 （教育企画室）
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［特集］ 新たな運営活動を振り返って

研究企画室

工学系教育研究センター管理運営委員会

る予定です。

なお、このシーズ集は、下記のホー

ムページにアクセスすると見ることが

できます。

http：//www.eng.hokudai.ac.jp/issue/

（研究企画室）

工学研究科研究企画室は、研究科の

研究実施体制、産学・地域連携、外部

資金獲得及び国際交流等に関する企

画、検討及び実施を行うことを目的と

して、平成16年４月に設置されました。

研究科の教員および大学院学生を対

象とした事業として、本研究科独自の

事業である研究科重点配分経費による

若手研究員研究プロジェクト経費、国

際シンポジウム開催経費、研究プロジ

ェクト（学術研究員）等の公募や選考

を行っているほか、科学研究費補助金

申請に係る説明会や研究推進・産学連

携に関する講演会の主催、日本学術振

興会特別研究員申請書の添削指導等を

実施して、研究実施体制の整備・充実

や外部資金獲得のための支援を行って

います。

また、学外に対しては、地元企業と

の交流協定締結、経済団体が主催する

研究会等への講師派遣や研究科の研究

を紹介する「北大工学シーズ集」（写

真参照）の発行等を通じての産業界、

地域社会との連携活動の強化に努めて

います。

特に、「北大工学シーズ集」は現在

までに第３集を発行し、紹介した研究

活動等は62件にのぼっています。この

シーズ集は、多くの企業へ送付すると

ともに、各種展示会等での配布を通じ、

本研究科のシーズを積極的に発信して

います。

今後も広く研究科の情報を発信し、

地域社会、産業界との連携強化等を図

工学系教育研究センター（CEED、

以下「センター」）は、産業界と工学

系大学院（工学研究科、情報科学研究

科）が協同し、未来社会を創る力を持

つ人材を育成する機構として平成17年

度に設置されました。工学系大学院学

生に対し、次世代の高度化産業社会に

柔軟に対応できるよう、より実践的な

教育プログラムを提供し、支援してい

ます。センターの詳細については、ホ

ームページ（http://www.ceed.eng.

hokudai.ac.jp/）をご覧ください。

本委員会は、センター長候補者の推

薦、予算および決算、センターの事業

および行事の審議などのセンター管理

運営を行うために設置されました。

平成17年度の委員会では、以下の内

容の審議等を行いました。

第１回／センター内規の一部改正案、

平成17年度センター事業計画案・実行

予算案、インターンシップ事業実施要

項案の審議

第２回／センター長代行の指名、国際

会議派遣支援プログラム実施要項案、

平成17年度センター前期事業報告・後

期事業計画および平成18年度事業計画

案、平成17年度センター予算支出状況

の審議

センターの外部評価を実施するため

の外部評価委員会の設置

第３回／外部評価委員会運営の必要事

項を定めるためのセンター内規の一部改

正案および外部評価委員会内規の制定

その他、事業実施上の問題点および

検討事項等についての意見交換

これらの審議結果を踏まえ、センター

では、国内国外のインターンシップ支

援、実践的英語クラスと国際会議参加

支援、遠隔地教育のためのe-ラーニン

グ手法とコンテンツの開発などの事業

を行いました。

（工学系教育研究センター管理運営委員会）

▲外国人講師による英語クラスの講義

▲CEED Newsとホームページ
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本プログラムでは、取り組みのひと

つとしてフロントランナーシンポジウ

ムを開催しました。これは学際領域で

活躍しているフロントランナーの講演

誌３月号およびホームページ（http://

www.eng.hokudai.ac.jp/news/publi-

cation/news/？file=pn060）をご覧

ください。

により、博士後期課程学生の意識改革

と、実社会との交流を促進するもので、

平成17年度は以下の４件が採択、開催

されました。この詳細については、同

開催期間：１月10・11日（火・水）

会　　場：工学研究科第二会議室

参加者数：80名　講演者数：７名

表面処理や腐食の研究に携わる企業

および大学に所属する７名の若手研究

者が、人工の骨として適している材料

は何か、ナノスケールの微細構造体を

作るにはどうするか、海岸で使用する

構造物を腐食させないためにはどのよ

うな表面にすべきか、などの最先端の

研究について講演されました。この中

で、企業と大学との研究活動の違いや、

講演者が研究職を希望した理由にもふ

れたことから、多くの博士課程の学生

から研究活動や進路に関する質問があ

りました。

トピックス

「π型フロントランナー博士育成プログラム」
フロントランナーシンポジウムを開催

表面科学と界面制御に関する若手研究者のシンポジウム（報告者：材料科学専攻／上田幹人助手）

▲黒田助手（名古屋大学）による人工骨についての講演風景

開催期間：１月27日（金）

会　　場：札幌男女共同参画センター

参加者数：146名　講演者数：11名

第１部は「21世紀ＣＯＥプログラム

にみる研究・教育の実践」を主題に、

拠点大学の松村秀一助教授（東京大

学）、深尾精一教授（首都大学東京）、

川瀬博教授（九州大学）、重村力教授

（神戸大学）、田村幸雄教授（東京工芸

大学）が講演されました。第２部は

「環境社会における研究・教育への期

待」と題して建設系研究機関関係者を

交えたパネルディスカッションを行

い、建築・都市に関わる博士後期課程

への教育の充実について忌憚のない論

議が交わされました。

建築・都市の研究・教育の実践（報告者：空間性能システム専攻／絵内正道教授）

▲パネルディスカッションと聴講者

開催期間：２月20・21日（月・火）

会　　場：工学研究科

材料化学棟 MC030大講義室

参加者数：120名 講演者数：９名

初日は再生医療工学、２日目は機能

性分子材料化学について、各分野の研

究・開発に携わる方々が基礎から最先

開催期間：３月13日（月）

会　　場：工学研究科 B31講義室

参加者数：70名　講演者数：７名

この講演会は、大学院学生に将来展

望を与える企画として、「他大学の博

士教育の試み」「海外大学の博士教育」

「博士修了者と企業での役割」の３部

構成で行われました。

端までの研究や開発成果について、わ

かり易く講演されました。また、企業

や公共研究機関における研究や開発の

進め方、そこで求められる博士出身者

の役割などについても、ご自身の経験

を通じて話されました。

基調講演は大熊政明教授（東京工業

大学）、英米における博士教育につい

ては萱森陽一氏（新日本製鐵）と渡辺

精一教授（北海道大学）によって行わ

れました。

続いてOBを含む４名の講師から企

業で活躍する博士修了者の様子が紹介

され、学生は普段耳にすることのでき

ない話に聞き入っていました。

化学と生物の新融合領域の開拓者（報告者：生物機能高分子専攻／覚知豊次教授）

多様化社会が求める博士課程教育の未来は？（報告者：人間機械システムデザイン専攻／成田吉弘教授）

▲講演の風景

▲シンポジウム会場の様子
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３年間、打上げに携わってきました。

本年度はエンジンを大型化し、実機

クラスの推力を有する機体を高度

10kmまで打上げる予定です。

自分が携わったロケットが大空に

吸い込まれていく光景は、いつまで

も忘れることのできない思い出です。

いつかこのロケットが宇宙に届く日

を夢見て、日々研究に励んでいます。

▲推力50kgf級フライトモデル

安全、安価な推進機関
ハイブリッドロケット

私たちの研究室では、ハイブリッ

ドロケットの研究を行っています。

一般的なロケットは燃料と酸化剤共

に液体もしくは固体の状態で使用す

るのに対して、ハイブリッドロケッ

トは一方を液体、もう一方を固体の

状態で使用します。

ハイブリッドロケットは、安全か

つ低コストでの運用が可能です。こ

れは昨年度に打上げられた初の民間

宇宙船にも使われており、宇宙開発

がより身近になった今、魅力的な推

進機関として期待を集めています。

北海道産ロケット“カムイ”

現在、私はCAMUI（カムイ）方式

という新しい燃焼方式を採用した高

推力ハイブリッドロケットの研究開

発に携わっています。CAMUIという

名称は燃焼方式を示すCascaded Mul-

tistage Impinging-jet（縦列多段衝突

噴流）の頭文字と、北海道に古くか

ら伝わる言葉に由来して名付けられ

ました。

研究内容はエンジンの基礎的な燃

焼に関するものから、機体の開発お

よび打上げに至るまで幅広いもので

す。2002年度より小型ロケットの打

上げ実験が始まり、私はそのうちの

伊藤光紀
ＤＣ２年

機械宇宙工学専攻
宇宙環境システム工学研究室

M i t u n o r i  I t o

在学生コラム

北の大地から宇宙へ

日揮が実際に手がけたプラントの

見学では「これほどにスケールの大

きなものを自らの手で作れるなんて

すごい！」と、ただただ感動するば

かりでした。

２週間という短い期間でしたが、

とても充実した貴重な体験をするこ

とができました。インターンシップ

は自分の将来を考える良いきっかけ

になると思います。是非多くの人に

チャレンジして欲しいです。

大学で一番好きな科目が化学工学

でしたので、その知識が活かせるエ

ンジニアリングという仕事に興味を

持ちました。就職活動を始める前に、

働くということ、学校での勉強と実

社会との関連性、希望職種の実情を

知るために、昨年の８月29日から９

月９日まで、横浜にある国内トップ

クラスの実績を誇るケミカル・エン

ジニアリング企業の日揮株式会社の

インターンシップに参加しました。

配属先はガス・ケミカルプロセス

部のRabigh Project（サウジアラビア

王国ラービグ地区に世界最大級の石

油精製と石油化学の統合コンプレッ

クスを建設する計画）で、流動接触

分解装置（High Olefin FCC）および

エタンクラッカーが、その中核設備

です。ここでは主に年間90万トンの

プロピレンと130万トンのエチレンの

製造が計画されています。

きちんと研修できるか不安と緊張

でいっぱいでしたが、研修では予想

以上に大学で学んだ知識が役に立っ

たことに驚きました。また、社員の

方々が基本的な質問にも丁寧に分か

り易く答えてくださったおかげで安

心して研修に取り組むことができま

した。

嘉陽田綾香
MC2年

有機プロセス工学専攻
化学システム工学研究室

A y a k a  K a y o d a

インターンシップを通して

▲インターンシップ研修報告会を終えて

研究・活動紹介

インターンシップ報告
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卒業生コラム

滋賀大学環境総合研究センター教授

国際湖沼環境委員会科学委員

中村正久
M a s a h i s a  N a k a m u r a

夢に追われて

６年間のWHO生活は、当時深刻化

しつつあったアジア・太平洋の国々の

水と環境衛生問題に政府の役人や技術

者と取り組むもので、冒頭の映画の状

況をほうふつとさせるものでした。や

りがいもあり、面白くもありましたが、

何ヶ月も家族を残してアジアの国々を

点々とする生活は結構大変でもありま

した。

琵琶湖と世界の湖

1986年、設立間もない滋賀県琵琶湖

研究所にお世話になることが決まり、

帰国しました。WHOの仕事も気に入

っていましたが、水問題の根源である

流域管理に取り組む研究所の話は魅力

的だったのです。在職19年の後半10年

は、研究所長および国際湖沼環境委員

会委員として琵琶湖と世界の湖沼の流

域研究に取り組むことになりました。

衛生工学との出会い

大学の新入生歓迎での学部紹介映画

会に紛れ込んでしまったことが、私と

衛生工学（現環境工学）との出会いで

した。日本から派遣された水道エンジ

ニア集団が、とある途上国の集落で水

道建設に取り組むという短い記録もの

でしたが、苦節の末に井戸を掘り当て、

その瞬間に白濁した水しぶきがバーっ

と吹き上げ、そこを村人が歓喜の表情

で取り囲むという光景は私にとって、

えらく新鮮で刺激的でした。

ほとんど勉強らしきものをせず学部

を卒業してしまった私ですが、民間企

業に勤めたあと発奮してアメリカに留

学し、博士号を取得。そのままアメリ

カの大学で学生の指導と研究に明け暮

れたのです。当時のアメリカは国を挙

げて水資源研究に力を入れていた時期

で、研究費も潤沢で、恵まれた大学生

活でした。

国際機関へ

ところがある日、突然舞い込んでき

た電報が平穏な暮らしを一変させるこ

とになったのです。採用したいのでワ

シントンに面接に行ってくれというも

ので、差し出し元はクアラルンプール

のWHO環境センターとなっていまし

た。大学を休職して現地に赴任したの

は３ヵ月後の1980年初頭で、その後大

学を退職することになりました。

この研究所で始めた統合的湖沼流域

管理の研究も、ここ10年ほどの間に多

くの国際機関が関わる一大プロジェク

トに成長しました。しかし、責任者と

しての取りまとめも大変で、昼は研究

所の業務、夜は深夜から早朝まで国際

電話とメールのやり取りという生活

が、つい最近まで続いたものです。

井戸の情景

昨春、その研究所生活に終止符を打

ち、湖沼流域管理をめぐる研究・教育

に関わる現職に就きました。

若い学生諸君を目にするとき冒頭の

井戸の情景を思い浮べ、「夢を追い続

けられる人生は幸せというが、夢に追

い回されてしんどい思いをしてきた自

分も結構幸せなのだろう」と考える今

日この頃です。

▲フラミンゴの湖、ナクル湖

▲湖の流域管理
ケニア・ヴィクトリア湖畔の集落の子供たち。水質の悪化と生態系の変化が漁業や

水利用、観光に影響を与えている。各国と国際機関が政府や地域と協力して湖の流域
管理に取り組んでいる。

日本の協力で流域管理プロジェクトが進んでいる。

1968年　北海道大学工学部衛生工学
科卒業

1969年　アメリカ合衆国州立ワシン
トン大学大学院環境工学科
修士号取得

1977年　アメリカ合衆国州立イリノ
イ大学大学院土木環境工学
科博士号取得

同　　年　アメリカ合衆国ケンタッキ
ー州立ルイビル大学助教授
就任

1980年　WHO西太平洋事務局入局
1986年　滋賀県琵琶湖研究所入所
1994年　同研究所センター長就任
同　　年　国際湖沼環境委員就任
2005年　滋賀大学環境総合研究セン

ター教授就任
現在に至る

経　歴



 

 




